
2～3
4
5

大雨災害関連
新型コロナワクチン接種予約について
地域がん治療の充実へ

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

平和への願い 世界へ
　広島原爆投下の日の8月6日㈮、星のふるさと公園平和の広場にて、八女市平和祈念式典が行わ
れました。各学校や施設から千羽鶴の献呈が行われ、世界平和を祈念しました。（関連記事は6ページ）
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８
月
11
日
㈬
か
ら
降
り
始
め
た
記
録
的
豪
雨
は
断
続
的
に
降
り
続
き
、
全
国
的
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

市
内
で
も
住
宅
の
一
部
損
壊
や
浸
水
、
道
路
損
壊
・
埋
没
・
土
砂
流
入
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
秋
雨
前
線
や
台
風
が
多
く
発
生
す
る
時
季
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
大
雨
で
地
盤
が
緩
ん
で
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
短
時
間
の
雨
で
も
十
分
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

八
女
市
に
も
大
き
な
被
害

令
和
３
年
８
月
11
日
か
ら
の
断
続
的
な
大
雨
災
害

大
雨
災
害
の
記
録

（
８
月
19
日
6
時
現
在
）

　

8
月
11
日
㈬
の
降
り
始
め
か
ら
８

月
19
日
㈭
6
時
ま
で
の
期
間
中
の
総

雨
量
は
、
ア
メ
ダ
ス
黒
木
で
９
８
８

㍉
を
観
測
し
た
ほ
か
、
白
木（
立
花

地
域
）で
１
０
８
８
㍉（
8
月
11
日

㈬
8
時
～
19
日
㈭
6
時
）等
を
観
測

し
、
時
間
最
大
雨
量
は
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女（
黒
木
地
域
）で
71
㍉（
８
月

12
日
㈭
12
時
）を
観
測
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
・
避
難
者
数
は
、
市
が
自

主
避
難
所
６
か
所
、
指
定
避
難
所
22

か
所
、
臨
時
避
難
所
14
か
所
の
合
計

42
か
所
を
開
設
し
、
最
大
時
は
１
５

０
世
帯
２
８
９
人（
8
月
14
日
㈯
18

時
）が
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
避
難
所
67
か
所
に

45
世
帯
77
人
（
8
月
13
日
現
在
）
が

避
難
し
ま
し
た
。

速 報

アメダス黒木での 6 時間ごとの雨量
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～
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時
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～
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１
～
６
時

７
～
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時

13
～
18
時

19
～
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時

１
～
６
時

７
～
12
時

13
～
18
時

19
～
24
時

１
～
６
時

７
～
12
時

13
～
18
時

19
～
24
時

１
～
６
時

７
～
12
時

13
～
18
時

19
～
24
時

１
～
６
時

７
～
12
時

13
～
18
時

19
～
24
時

１
～
６
時

７
～
12
時

13
～
18
時

19
～
24
時

１
～
６
時

７
～
12
時

13
～
18
時

19
～
24
時

１
～
６
時

11日㈬ 12日㈭ 13日㈮ 14日㈯ 15日㈰ 16日㈪ 17日㈫ 18日㈬ 19 日㈭
累積
雨量 93㎜ 340㎜ 549㎜ 850㎜ 850.5㎜ 883㎜ 967㎜ 987㎜

６時間雨量（㎜） 総雨量（㎜）
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制　　度 概　　要 問い合わせ

証
明

り災証明書 災害により家屋に被害を受けたことの証明で、支援制度の申請
や税の減免、保険金請求等に必要となる証明書

税務課（固定資産税係）
☎ 23・1112

被災証明書 災害により家屋以外の動産・不動産（物置、車両、ビニールハ
ウス等）に被害を受けたことの証明

防災安全課（消防防災係）
☎ 23・1731

被災した状況を確認させていただくこともありますので、被災した自宅の状況をカメラで撮影してください。スマホでもかまいません。

住
宅 住宅に関する相談 入居可能な市営住宅、県営住宅の情報提供

※り災証明書の写し等が必要です。
定住対策課（住宅係）
☎ 23・2577

衛
生

水道料金・下水道使
用料の減免

り災証明書の交付を受けた人や給水装置または配水設備の全
部または一部が流失した人（メーターボックスまたは止水栓の
蓋のみの場合を含む）等に対して、規定に基づき水道料金およ
び下水道使用料を減免

上下水道局（上水道総務係）
☎ 23・1949
上下水道局（下水道総務係）
☎ 23・1148

家屋の消毒等 浸水家屋の床下、家屋周りの消毒等 環境課（生活環境係）
☎ 23・1462

生　
　
　

活

市県民税の減免 住宅や家財が一定の被害を受けた場合、市県民税の一部を減免
※必要な書類等がありますので、詳しくは問い合わせください。

税務課（市民税係）
☎ 23・1113

固定資産税の減免
固定資産税（土地・家屋・償却資産）が一定の被害を受けた場合、
固定資産税の一部を減免
※必要な書類等がありますので詳しくは問い合わせください。

税務課（固定資産税係）
☎ 23・1112

国民健康保険税およ
び医療費の自己負担
の減免

災害により住宅に著しい損害を受けた等の場合に、国民健康保
険税や国民健康保険の人の医療費の自己負担分の一部を減免
する制度があります。詳しくは問い合わせください。

健康推進課
（国民健康保険係）
☎ 23・1116

後期高齢者医療の保
険料および医療費の
自己負担分の減免

災害により住宅等の財産に著しい損害を受けた場合、り災証明
書に基づき後期高齢者医療保険料の一部および医療費の自己
負担分の一部を減免　※り災証明書の写し等が必要

介護長寿課
（高齢者支援係）
☎ 23・1308

国民年金保険料の免
除

災害により住宅等の財産に一定の損害を受けた国民年金第 1号
被保険者について「り災証明書」等に基づき、国民年金保険料
を免除

市民課（市民・年金係）
☎ 23・1115

市税の納税の猶予 災害により市税を一時、納付することができない場合
※必要な書類等がありますので詳しくは問い合わせください。

税務課（納税推進係）
☎ 23・2666　

介護保険料の減免 災害により住宅等の財産に著しい損害を受けた場合、「り災証明
（写し可）に基づき、介護保険料の一部を減免

介護長寿課（介護保険係）
☎ 23・1353

住民票の写し等の諸
証明書交付手数料の
減免

被災された人に対する住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍に
関する証明書、所得課税証明書等の交付手数料の減免（ただし、
コンビニ交付は対象外）　※り災証明書等の提示が必要

市民課（窓口サービス係）
☎ 23・1114

保
育 保育料の減免 災害により住宅等の財産に著しい損害を受けた場合、り災証明

書（写し可）に基づき、保育料の一部を減額または全部を免除
子育て支援課（こども保育
係）☎ 23・1351

農
業

農業被害に関する
相談窓口

農産物・農業生産施設（ハウス・
機械等）の被害に関する相談

農業振興課
☎ 23・1118

【各支所　建設産業係】
黒木支所　☎ 42・1117
立花支所　☎ 23・4940
上陽支所　☎ 54・2219
矢部支所　☎ 24・9143
星野支所　☎ 52・3114

農地等の被害に関す
る相談窓口 農地等の被害に関する相談

第一整備室（農林土木係）
☎ 23・1119
第二整備室（農林土木係）
☎ 42・1116

見舞金・貸付金・支援金

災害により住宅に著しい被害を受けた場合は被害の度合いによって
見舞金を支給します。また、災害救助法や被災者生活再建支援法
の適用を受けた場合には、貸付金や支援金の支給も受けられます。
なお、これらについては、り災証明書で確認したうえで支援します。

福祉課（福祉総務係）
☎ 24・8030

八女市における令和 3 年 8 月11日からの大雨による被災者支援一覧

※支援内容は、8 月19 日現在のものです。最新情報につきましては市公式ホームページ等で確認してください。
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◦受付時間＝９時～17 時
　（平日・土日祝日）
◦電話番号（フリーダイヤル）
　０１２０・５６７・５１８

八女市コロナウイルスワクチン
接種コールセンター

ホームページ（ＱＲ
コード）からWeb予
約もできます

（予防接種の予約、相談）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
枠
と
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

予
約
枠
と
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

現
在
公
開
中
お
よ
び
今
後
公
開

予
定
の
予
約
枠
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。
８
月
19
日
現
在
の
も
の
で
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
、
Ｆ
Ｍ
八
女
や
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ｄ
ボ
タ
ン
広

報
誌
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
友
だ
ち

登
録
が
必
要
で
す
）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

予
約
が
埋
ま
っ
て
い
る
接
種
会
場

で
も
、
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
に
よ
っ
て

予
約
可
能
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
予
約
の
空
き
状
況
に
つ
い
て
は
、

予
約
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
際
、
次
の
も
の
を
会

場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
①
接
種

券
、
②
予
診
票
、
③
保
険
証
や
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、

④
お
く
す
り
手
帳
（
持
っ
て
い
る
人

の
み
）、
⑤
母
子
健
康
手
帳
（
20
歳

未
満
の
人
の
み
）。
ス
ム
ー
ズ
な
接
種

の
た
め
に
も
、
予
診
票
の
事
前
記
入

や
肩
が
出
し
や
す
い
服
装
で
の
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

事
前
に
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
で

再
発
行
の
手
続
き
を
し
、
接
種
日

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

※
問
い
合
わ
せ
先
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

■９月の集団接種予定表

※集団接種は、接種券が届いている八女市民であれば、
どの会場でも予約・接種することができます。接種会場
では十分な感染対策をして実施しています。

8月19日現在
日
付
曜
日 時間 会場

２ 木 17:00 ～ 20:00  おりなす八女

４ 土 14:00 ～ 17:00  ゆめタウン八女
14:00 ～ 17:00  農業活性化センター（上陽）

５ 日

9:00 ～ 12:00  ゆめタウン八女14:00 ～ 17:00
9:00 ～ 12:00  農業活性化センター

 （上陽）14:00 ～ 17:00
８ 水 17:00 ～ 20:00  おりなす八女

11 土 14:00 ～ 17:00  ゆめタウン八女
14:00 ～ 17:00  黒木支所大会議室

12 日

9:00 ～ 12:00  ゆめタウン八女14:00 ～ 17:00
9:00 ～ 12:00  黒木支所大会議室14:00 ～ 17:00

18 土 14:00 ～ 17:00  ゆめタウン八女
14:00 ～ 17:00  立花市民センター

日
付

曜
日 時間 会場

19 日

9:00 ～ 12:00  ゆめタウン八女14:00 ～ 17:00
9:00 ～ 12:00  立花市民センター14:00 ～ 17:00

22 水 17:00 ～ 20:00  おりなす八女

25 土 14:00 ～ 17:00  ゆめタウン八女
14:00 ～ 17:00  農業活性化センター（上陽）

26 日

9:00 ～ 12:00  ゆめタウン八女14:00 ～ 17:00
9:00 ～ 12:00 農業活性化センター

 （上陽）14:00 ～ 17:00
29 水 17:00 ～ 20:00  おりなす八女
30 木 17:00 ～ 20:00  おりなす八女

■ワクチンの予約枠 8月19日現在

接種会場 接種日 予約
開始日 予約枠数

医療機関での接種 8/10 ㈫～
9/19 ㈰ 受付中 約7,000人分

集　

団　

接　

種

おりなす八女 9/2 ㈭ 受付中 180人分

ゆめタウン八女
農業活性化センター（上陽）

9/4 ㈯
　・5 ㈰ 受付中 約700人分

おりなす八女 9/8 ㈬ 受付中 180人分

ゆめタウン八女
黒木支所大会議室

9/11㈯
　・12 ㈰ 受付中 約700人分

おりなす八女 9/22 ㈬ 9/6 ㈪
9:00 ～ 180人分

おりなす八女 9/29 ㈬ 9/13 ㈪
9:00 ～ 180人分

医療機関での接種 9/20 ㈷～
10/31㈰

9/6 ㈪
9:00 ～ 調整中

広川町の医療機関
コールセンター 0570･089･789 要確認

筑後市の医療機関
コールセンター 0120･567･154 要確認
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公
立
八
女
総
合
病
院
で
は
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
が
ん
拠
点
病
院
と

し
て
、
専
門
的
な
が
ん
治
療
の
提

供
や
相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

8
月
2
日
に
新
た
な
放
射
線
治
療

装
置
へ
更
新
し
ま
し
た
。

　

が
ん
治
療
に
は
、
主
に
手
術
治

療
、
薬
物
治
療
、
放
射
線
治
療
の

3
つ
の
療
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
、
病
状
に
よ
っ
て
使
い
分

け
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
、
が
ん

の
病
巣
部
に
放
射
線
を
照
射
し
て
、

が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
療
法
で

す
。
装
置
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
伴

い
、
近
年
は
治
療
効
果
が
向
上
し

て
お
り
、
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

手
術
治
療
や
抗
が
ん
剤
治
療
に

比
べ
て
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
手
術
の
よ
う
に

患
部
を
切
除
し
な
い
た
め
臓
器
や

機
能
を
温
存
で
き
、
全
身
的
な
副

作
用
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
も
病
巣
を
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
狙
っ
た
り
、
正
常
な
組
織
へ

の
副
作
用
を
減
ら
し
た
り
、
大
学

病
院
で
行
う
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
の

治
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
装

置
の
老
朽
化
に
よ
り
今
回
の
更
新

に
至
り
ま
し
た
。
各
種
機
能
が
向

上
し
、
例
え
ば
放
射
線
の
照
射
範

囲
を
よ
り
細
か
く
調
整
で
き
、
正

常
な
組
織
の
被
ば
く
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

治
療
時
に
は
位
置
合
わ
せ
に
光
学

カ
メ
ラ
を
用
い
、
被
ば
く
の
無
い
シ

ス
テ
ム
も
併
せ
て
導
入
し
ま
し
た
。

が
ん
の
種
類
や
ス
テ
ー
ジ
、
患
者

の
目
的
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
治
療

が
で
き
、
先
進
的
か
つ
安
全
、
安

心
な
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

放
射
線
治
療
科
の
医
師
に

話
を
伺
い
ま
し
た

8
月
2
日
よ
り
診
療
再
開

放
射
線
治
療
と
は

安
全
安
心
な
医
療
を
提
供

放射線治療科部長 平木嘉幸医師

最
新
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入

公
立
八
女
総
合
病
院

地
域
が
ん
治
療
の
充
実
へ

　

放
射
線
治
療
は
、
が
ん
の
三
大
療
法

の
中
で
は
、
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
最

も
妨
げ
な
い
治
療
法
で
す
が
、
放
射
線

治
療
に
適
し
て
い
な
い
部
位
や
進
行
状

況
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一つ
の
治

療
法
だ
け
で
な
く
、
他
の
療
法
を
併
用

す
る
方
法
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当

院
で
は
、
透
析
を
行
い
な
が
ら
や
、
外

来
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
い
な
が
ら
で

も
治
療
が
で
き
る
よ
う
、
病
院
全
体
で

連
携
し
、
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
二
人
に
一
人
は
が
ん
に
か
か

る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
地
域
に

寄
り
添
っ
た
治
療
を
行
う
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
が
ん
拠

点
病
院
と
し
て
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と

な
っ
て
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

※
Ｑ
Ｏ
Ｌ･･･

生
活
の
質

※リニアック･･･
直線加速器。
主にがんの治療
に使われる放射
線治療装置。

問い合わせ
公立八女総合病院

（☎ 23・4131）

TOPICS

広報八女 2021.9.15

エレクタ社製 Versa HD
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まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ
※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

平和の意志を次の世代へ

　
広
島
原
爆
投
下
の
日
の
8
月
6
日
㈮
、
星
の
ふ
る
さ
と
公

園
平
和
の
広
場
に
て
、
八
女
市
平
和
祈
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
8
時
15
分
、
原

爆
死
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
1
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。
三
田
村
市
長
は
式
辞
の
中
で
「
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

と
い
う
意
志
を
次
の
世
代
へ
と
伝
え
、
平
和
で
穏
や
か
な
地

域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。
西
田

衣
織
さ
ん
（
星
野
小
学
校
6
年
）
と
山
手
優
花
さ
ん
（
星
野

中
学
校
3
年
）
が
平
和
の
誓
い
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

12
月
に
行
わ
れ
た
第
59
回
全
国
高
校
弁
論
大
会
で
最
優
秀

賞
を
獲
得
し
た
井
本
志
帆
さ
ん
（
九
州
文
化
学
園
高
校
3

年
／
長
崎
県
）
に
よ
る
弁
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
献
花
や
千

羽
鶴
の
献
呈
の
あ
と
、
星
野
中
学
校
生
徒
に
よ
る
合
唱
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
関
係
者
約
１
０
０
人
が
世
界
平
和
を
祈
念

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

西田衣織さん井本志帆さん

山手優花さん

九州大会出場を市長へ報告
　7 月28日㈬、第 41回全日本学童軟式野球大会福岡県大会で 3 位に
入賞した、光友ヴィクトリー牛嶋太

た い ち
一君、平島一

い っ さ
佐君、溝田夏

か い
生君、牛

島聖
しょうた

太君、岩村颯
そ う ま

馬君（以上、6 年生）、月足俊
しゅんせい

晴君、堤 悠
ゆうせい

星君、木
下晴

は る ひ
陽君、豆塚 龍

りゅう
正
せい

君（以上、5 年生）が、第 34 回九州学童軟式野
球大会への出場を市長に報告しました。市長は「チームメイトと心を一つ
にして、日頃の練習の成果を発揮してほしい」と激励しました。

※内容を一部抜粋しています。

　戦争は 75 年も前のことで私
には関係ないと思っていた自分
を恥ずかしく思います。戦争を
知らない私たちは、まずは行動
してみることが大切です。行動
すれば必ず何かを実感できま
す。行動し実感することで、私
たちも当事者となれるのです。
　皆さん、平和に向けて何か行
動してみませんか。戦争体験者
が人口の15％を切った今、私た
ちがそこで感じたことを当事者
として伝えていく必要があるの
です。そしてその先に、真の平
和があるのだと私は信じます。
　今日、この塔の上で燃え続け
る平和の火を私の通う高校へ持
ち帰ります。平和学習の場で全
校生徒みんなで平和の意義を
考えたい、それが私のこの夏の、
平和に向けた行動です。

　相手を思いやる心を
忘れず、物事について
話し合い、考え、問題
を解決していきたいで
す。私たち若い世代が
戦争の恐ろしさや悲惨
さについて知り、戦争
が二度と繰り返されな
いように行動していき
たいです。

　地球上から戦争がな
くなるために私たちに
できることは小さいこと
かもしれません。しか
し、星野村に生まれ育っ
た人間としてこの火を
平和の火として灯し続
け、世界と平和の願い
を発信していきます。
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子どもたちの笑顔が館内いっぱいに
　7 月 22 日㈷、「第 15 回
あつまれ！元気もんフェア」
が、八女市民会館おりなす
八女で開催されました。
　市内の団体やボランティ
アの方々による、工作や手
芸などのお手軽な「ものづ
くりコーナー」や、さまざま
な分野の職人からものづ
くりをじっくり教わる「職人
体験コーナー」、人権や健
康等について学びを広げる

「学びのひろば」の他、大道
芸人「ピエロック一座」のス
テージ公演など、さまざま
な催しで賑わいました。
　また、各地域の中高生講座に登録している中高生
には、受付やブースの手伝いなどを行ってもらい、
有意義な活動ができました。
　参加者からは「楽しかった。また参加したい」と多く
の声があり、スタッフからは「子ども達の笑顔と元気
な声があふれる楽しい時間だった。久しぶりのイベ
ントで、活気が戻ってきたようだった」との感想を聞
くことができ、双方の心に残るイベントとなりました。

パラリンピック聖火に「平和の火」
　終戦後絶やすことなく星野村で灯し続けられている

「平和の火」が、パラリンピックの聖火に使われること
が決定し、8 月13日㈮に採火されました。
　当日はあいにくの雨天だったため、平和公園の平和
の塔からではなく、星野支所に保管されている種火
からの採火となりました。
　8 月15日㈰に県内で各地で採火された 29 の火を
集め福岡県の聖火とし、全国から持ち寄られた聖火
とイギリスのパラリンピック発祥の地に保管されてい
る聖火を一つにあわせ、今回のパラリンピックの聖火
として使用されます。

八女農高生が土曜クラブ（子ども
食堂と学習支援）と交流
　八女農業高等学校ボランティア部の学生と土曜ク
ラブ（チャイルドサポート・ネットワーク主催）との
交流会が 7 月28日㈬に同校で行われました。
　土曜クラブは、毎週土曜日、小学生と中学生を対
象に、子ども食堂と学習支援を行っています。八女
農業高校のボランティア部は、授業や部活動で栽培
した野菜や卵を、この子ども食堂の活動に利用してほ
しいと、定期的に提供する取り組みを行っています。
　交流会では、土曜クラブの担当者から、活動の目的
や意義、子ども食堂の現状についての説明や意見交
換が行われました。参加したボランティア部の学生た
ちは、「自分たちが提供している野菜や卵がどのように
利用されているのかを知ることができて良かった。今
後も続けていきたい」と感想を述べました。

県大会優勝を市長へ報告
　8 月5日㈭、川崎ジュニアバレーボールクラブの
樋口美

み つ き

月さん、川口美
み お

桜さん、中村杏
きょうか

花さん、野上
音
ね ね

寧さん、松本珠
じ ゅ な

奈さん、江頭亜
あ い る

衣瑠さん、野田奏
かなで

さんの７人（いずれも６年生）が市役所を訪問し、
第 41回全日本バレーボール小学生大会福岡県大会
で優勝したことを市長に報告しました。
　本来ならば、福岡県代表として全国大会へ出場す
るところでしたが、新型コロナウイルス感染症の影響
で全国大会は中止となっています。キャプテンの樋口
さんは「気を緩めず、11月の福岡県選抜大会で入賞し、
12 月の九州大会出場を目指す」と力強く話しました。
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権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・１490）
なぜなぜ人

子
ど
も
の
権
利
と
ス
ポ
ー
ツ

　

昔
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
秋
は
体
を
動
か
す
の
に
適
し
た

季
節
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
目
的
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
本
来
ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
は
「
楽
し
む
」
と

い
う
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
は
性
別
や
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
、
と
も
に
喜
び
、

感
動
を
共
有
し
、
絆
を
深
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の
人
が
持
っ
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。
私
た
ち
は
、子
ど
も
が
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
権
利
を
尊
重
し
、
支
え
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
心
が
け
る
の
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
か
。

　

40
年
近
く
に
わ
た
り
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
携
わ
り
、
現
在
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
大
坪
初
次
郎
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
の

た
め
に

のびのびとプレイする子どもたち。スポーツを楽しむ
気持ちを大切にしてほしいですね。

　「
子
ど
も
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
と
は
遊

び
の
延
長
だ
と
思
い
ま
す
。
五
感
を
使
っ

て
遊
ぶ
こ
と
を
子
ど
も
の
と
き
に
経
験

し
て
お
く
こ
と
は
、
成
長
期
に
お
い
て

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
勝
敗
を
競
う
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学

ん
だ
り
、
お
互
い
を
助
け
合
う
心
な
ど
、

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
の
に
大
切
な
こ

と
を
学
べ
る
場
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
は
決
め
ら
れ
た
場
所

で
決
め
ら
れ
た
人
し
か
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
窮
屈
さ
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト

の
普
及
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

体
を
使
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
減
っ

て
き
ま
し
た
。
ど
の
子
に
も
自
由
に
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
や
場
を
与
え
る
こ

と
が
私
た
ち
大
人
の
責
任
で
あ
り
、
子

ど
も
の
権
利
を
守
る
上
で
も
大
切
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
む
心
を

認
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。『
心

技
体
』
と
言
い
ま
す
が
、
今
の
社
会
は

『
技
』
を
重
視
す
る
こ
と
に
偏
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
た
ま
に
保
護
者
の
方
が

『
こ
の
子
は
運
動
神
経
が
な
く
て
』
と
お

話
さ
れ
ま
す
が
、
運
動
神
経
は
経
験
に

左
右
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
最
初
か
ら

大
人
が
子
ど
も
の
可
能
性
を
否
定
し
た

り
、
上
限
を
決
め
た
り
す
る
の
は
良
く

な
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

　
子
ど
も
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
学
び
、

成
長
し
ま
す
。
目
標
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
成
長
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で

す
。自
分
か
ら
積
極
的
に
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
し
伸
び
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
私
は
今
ま
で
何
人
も
見

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
可
能
性
は
無

限
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

子
ど
も
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
は
成
長
に
と
て
も
良
い
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
が
、
大
坪
さ
ん
ご
自
身

の
経
験
談
か
ら
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
た
め
に
よ
か
れ
と
思
っ
て
、

つ
い
先
回
り
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

主
役
は
子
ど
も
自
身
で
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
何
が
最
善
か
を
第
一
に
考
え
つ

つ
、
子
ど
も
の
意
見
を
よ
く
聴
き
、
寄

り
添
い
見
守
る
―
―
。
そ
う
し
た
子
ど

も
を
大
切
に
思
う
行
為
が
相
互
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
子
ど
も
の
権
利
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

子
ど
も
の
権
利

　

平
成
元
（
１
９
８
９
）

年
の
国
連
会
議
に
お
い
て

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
約
で
は
、
全
て
の

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
し

あ
わ
せ
に
育
っ
て
い
く
た
め

に
保
障
さ
れ
る
様
々
な
権

利
と
、
そ
れ
を
守
る
大
人

の
責
任
が
う
た
わ
れ
て
い
ま

す
。

人権メッセージ（標語）募集中

人権に対する思いをメッセージにしてみま
せんか。募集区分や
応募方法など、詳しく
はＱＲコードから市公
式 HP を参照ください。

子
ど
も
は
権
利
の
主
人
公
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環境課の
ゲンバから
　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
さ
れ
る
、

金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル
合
わ
せ
て
約

５
０
０
０
個
が
、
皆
さ
ん
か
ら
集

め
た
小
型
廃
家
電
で
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
平
成
29
年
か
ら
30
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
都
市
鉱
山

か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
も
の
で

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
八
女
市

も
参
加
し
て
お
り
、
期
間
中
に
は
、

福
岡
県
内
の
市
町
村
で
２
番
目
に

多
い
、
約
79
ト
ン
の
廃
家
電
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ご
み
の
分
別
・
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

廃
家
電
か
ら
作
ら
れ
た
金
メ
ダ
ル

　
令
和
２
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー
ル
」

「
フ
ァ
ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
等
の
集
計

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
2
７
７
件
の
中
で

最
も
多
か
っ
た
分
野
は
、
道
路
・
河
川
で

46
件
で
し
た
。
そ
の
他
多
く
寄
せ
ら
れ
た

の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
25
件
、

市
関
連
施
設
、
人
事
・
職
員
に
関
す
る
こ

と
が
17
件
、環
境
に
関
す
る
こ
と
が
12
件
、

交
通
安
全
・
安
心
安
全
、
農
業
・
林
業
に

関
す
る
こ
と
が
10
件
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が

き
等
は
す
べ
て
受
付
し
、
問
題
点
は
改

善
し
、
建
設
的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡

先
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

市
長
も
し
く
は
担
当
課
か
ら
直
接
ご
本

人
に
回
答
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

◦令和2年度受付件数　255件
（内訳）市長へのはがき 210 ／メール19 ／手紙
11 ／目安箱8 ／ファクス 7  
◦分類状況（件）

（内訳）要望102 ／苦情79 ／意見30 ／便り・お
礼21 ／提言12 ／問い合わせ10 ／その他1

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの市へのご意見や質問な
どの投稿をお待ちしています。

内容等 件数 内容等 件数
道路・河川 46 学校教育 5
新型コロナウイルス関連 25 社会教育 5
市関連施設等 17 高齢者福祉 5
人事・職員 17 観光・まつり 4
環境問題 12 文化財 4
交通安全・安心安全 10 市税 4
農業・林業 10 ペット 4
防災・FM ラジオ 9 交通・デマンド 3
医療 9 上下水道 3
ごみ 8 公園 3
健康づくり 8 図書館 3
広報・広聴 8 生活支援 1
児童福祉 6 商工業 １
企画・政策 5 その他 42

合　　　　計 277

【内容の内訳】 ※同一はがきに複数記入あり

911

令和4 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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消費生活
そうだん

送
り
付
け
商
法
に
関
す
る

ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　

送
り
付
け
商
法
と
は
、購
入
す
る
意

思
を
示
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、一

方
的
に
商
品
が
送
ら
れ
て
く
る
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

【
事
例
】「
自
宅
に
注
文
し
て
い
な
い
マ
ス

ク
の
箱
が
送
ら
れ
て
き
た
。請
求
書
な
ど

は
入
っ
て
い
な
い
」

　

購
入
す
る
意
思
が
な
く
一
方
的
に
マ

ス
ク
な
ど
の
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
場

合
は
、契
約
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
の

で
請
求
に
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、最
近
の
法
改
正
に
よ
り
、一
方

的
に
送
ら
れ
て
き
た
商
品
は
す
ぐ
処
分

し
て
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

処
分
後
に
不
当
な
請
求
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
は
受
け
取
り

拒
否
す
る
。受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
ら
送

料
着
払
い
で
返
送
す
る
。

〇
送
り
状
や
商
品
の
写
真
・メ
モ
を
残

し
て
お
く
。

〇
請
求
の
電
話
や
メ
ー
ル
に
安
易
に
対

応
・返
信
し
な
い
。

　

別
の
事
例
と
し
て
、事
前
に
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
商
品
が
送
り
つ
け
ら
れ

る
送
り
つ
け
商
法
も
あ
り
ま
す
。こ
の
場

合
も
送
り
付
け
商
法
と
同
様
の
対
応
で

処
分
・
返
金
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。し
か
し
『
事
前
に
電
話
で
了
解
を

得
た
か
ら
商
品
を
送
っ
た
』と
返
金
を

断
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

事
前
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

は
、「
電
話
勧
誘
販
売
」と
考
え
る
こ
と
が

で
き
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ（
無
条
件
解
約
）

の
手
続
き
を
契
約
書
面
受
領
後
８
日
以

内
に
行
い
返
金
を
求
め
る
こ
と
が
よ
り

良
い
で
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、事
業
者
は
絶

対
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
力
な

制
度
な
の
で
、よ
り
効
果
が
大
き
く
解

決
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
法
律
に
定
め

ら
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
契
約
書
を
受

領
し
た
日
か
ら
８
日
間
以
内
で
す
の
で
、

正
式
な
契
約
書
が
交
付
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
い
つ
ま
で
も
主
張
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◦
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
３・１
１
８
３
）※
平
日
８
時
30
分
～

16
時
30
分

　

電
話
お
よ
び
来
所
に
よ
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。来
所
に
よ
る
相
談
は

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。感
染
症
対

策
と
し
て
、手
指
消
毒
・検
温
・マ
ス
ク
の

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
。

80

ワ
ク
チ
ン
も
打
て
ず
仲
夏
を
逝
き
に
け
り

吉
泉
　
守
峰

青
田
風
並
の
く
ら
し
の
あ
り
が
た
さ

大
坪
　
晴
香

河
骨
は
明
治
火
鉢
を
住
家
と
す倉

ノ
下
和
代

庭
の
風
楽
し
む
ご
と
く
文
字
摺
草

大
坪
　
延
子

梅
雨
晴
や
空
に
一
筋
飛
行
雲

中
村
　
境
子

早
や
月
を
映
さ
ぬ
ほ
ど
に
早
苗
伸
ぶ

城
後
　
正
子

上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

一
陣
の
驟し
ゅ
う
う雨
の
仲
を
照
ら
す
陽
に

う
か
び
て
桐
の
花
む
ら
さ
き
　
　  

樋
口 

洋
子

奥
八
女
の
杉
の
木
立
を
川
ぞ
ひ
に

を
ち
こ
ち
白
く
山
百
合
の
花
　     

石
川 

照
明

残
り
香
の
や
う
な
る
夫
の
農
日
誌
箇
条
書

な
る
も
筆
あ
と
な
つ
か
し
　
　   

甲
斐
田
絹
代

難
を
の
が
れ
し
高
菜
漬
物
と
り
出
し
て

あ
な
た
へ
あ
な
た
へ
古
里
の
味
　
　
立
野 

比
文

鮎
つ
り
の
解
禁
な
り
し
か
夕
暮
れ
の
き
ら
め
く

川
面
に
人
影
の
棲
む
　               

古
賀  

燿
子

も
く
も
く
と
日
日
の
仕
事
を
こ
な
し
お
り
今
日

も
茶
畑
明
日
は
田
の
畔
　
　      

月
足
い
つ
子

八
女
磐
井
短
歌
会

10

ご意見記入欄　　　（八女市広報R3.9.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

9月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

図書館だより

図書館の休館日
9月 ✿9月の館内整理日は24日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
7㈫、14㈫、21㈫、23㈷、24㈮、28㈫

※新型コロナウイルス感染症対策により急遽変更する場合があります。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
6㈪、13㈪、20㈷、23㈷、24㈮、27㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6㈪、13㈪、20㈷、24㈮、27㈪

「
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
」

図
書
館
で
利
用
し
な
く
な
っ

た
本
や
雑
誌
を
無
料
で
譲

り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
16
日
㈯
・
17

日
㈰
10
時
～
17
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
１

階◦
対
象
＝
八
女
市
立
図
書
館

「
利
用
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い

る
人

・
本
を
入
れ
る
袋
を
持
参
く

だ
さ
い
。

・
混
雑
時
に
は
入
場
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書

館
本
館
ま
で
。

「
図
書
館
バ
ッ
グ
」
販
売
中

　

八
女
市
立
図
書
館
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
図
書
館
バ
ッ
グ
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

◦
販
売
場
所
＝
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
（
全
館
）

◦
価
格
＝
３
０
０
円

幼児～小学生の皆さん対象です♪
★本館＝4日、11日、18日、25日
　※いずれも土曜日14時～
　おはなしコーナー
　（25日のみ10時30分～も実施）
★黒木分館＝4日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

♥9月のあかちゃんおはなし会♥

0～2歳くらいのお子さんが対象
です♪
♥本館＝5日㈰、18日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝25日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★9月のおはなし会★

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120
分館の開館時間＝9時～17時30分

気を付けよう！
自転車トラブル（全３巻）
日本交通安全教育普及協会／監修  汐文社

　道路交通法の改正で自転車
利用のルールが厳しくなりまし
た。子どもだけでなく大人にも
読んでほしいシリーズです。

新 介紹刊

利用カードを入れるポケッ
トがついて便利！

ａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす・活躍する皆さんを紹介します150

　今年の春から
「八女のロマン」
のYouTubeチャ
ンネルを開設し
ました。八女の
魅力を発信して
いますのでぜひご覧ください。

※
フ
ラ
イ
ヤ
ー
…
広
告
物
。
チ
ラ
シ
よ
り
も
サ
イ

ズ
が
小
さ
い
も
の
を
指
す
場
合
が
多
い
。

　
つ
な
が
る
バ
ス
停
で
、個
性
あ
ふ
れ
る

素
敵
な
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
梅
野
さ
ん
。動
画
制
作
な
ど
を
通
し

て
八
女
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
大
学
時
代
に
ま
ち
づ
く
り
を
専
攻
し

て
お
り
、以
前
か
ら
八
女
市
の
取
り
組

み
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。昨
年
10
月

か
ら
つ
な
が
る
バ
ス
停
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、主
に
施
設
管
理
や
利
用
者
へ
の
応

対
を
行
っ
て
い
ま
す
。市
外
の
人
が
こ

の
バ
ス
停
を
訪
れ
感
動
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
、八
女
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象

を
与
え
る
一
端
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、バ
ス
停
の
業
務
と
並
行
し

て
、動
画
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

制
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
Ｙ

о
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
『
八
女
の
ロ
マ
ン
』の
動

画
も
制
作
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
通

じ
て
い
ろ
ん
な
人
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
、物
事
の
考
え
方
の
幅
も
広
が
り
充

実
し
て
い
ま
す
。依
頼
主
の『
や
っ
て
み

た
い
』を
後
押
し
し
、デ
ザ
イ
ン
制
作

に
関
し
て
何
か
行
動
し
た
い
人
の
第
一

歩
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
私
に
は
、お
茶
を
淹
れ
な
が
ら
海
外

を
旅
す
る
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。大

学
卒
業
後
は
地
元
の
八
女
茶
を
盛
り

上
げ
た
い
と
一
度
お
茶
屋
さ
ん
に
就
職

し
ま
し
た
が
、す
で
に
お
茶
業
界
で
は

新
し
い
企
画
や
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。そ
れ

で
も
依
然
と
し
て
世
間
の
お
茶
へ
の
注

目
度
が
低
い
こ
と
を
受
け
、海
外
を
回

り
な
が
ら
日
本
茶
を
淹
れ
、発
信
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
収
束
し
た
際
は
、そ
の
夢
を
叶

え
、さ
ま
ざ
ま
な
人
に
日
本
茶
、そ
し

て
八
女
茶
の
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
」

つ
な
が
る
バ
ス
停 

ス
タ
ッ
フ  
梅
野 

浩こ
う

治じ 

さ
ん

八
女
の
魅
力
へ
と
つ
な
げ
る
動
画
を
発
信

Y

撮影時のみマスクを外していただきました。

動画はこちら↓
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　年金生活者支援給付金は、公的年金等の
収入や所得額が一定基準額以下の年金受給
者の生活を支援するために、年金に上乗せし
て支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。
案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事
務所）が行います。
◦対象になる人
A老齢基礎年金を受給している人のうち、次
の要件全てを満たしている人。① 65歳以上、
②世帯員全員の市町村民税が非課税、③
年金収入額とその他所得額の合計が 88万
1,200 円以下の人。
B障害基礎年金・C遺族基礎年金を受給し
ている人のうち、前年の所得額が 472万1,000
円以下の人。
◦給付額
A基準額に、保険料納付済期間等に応じて
算出され、次の①と②の合計額になります。
①保険料納付済期間に基づく額（月額）＝
5,030 円×保険料納付済期間／480月。②保
険料免除期間に基づく額（月額）＝10,845 円
×保険料免除期間／480 月。
B障害基礎年金＝障害等級１級の人は月額
6,288 円、障害等級が２級の人は月額 5,030
円。
C遺族基礎年金受給者 = 月額 5,030 円
◦請求手続き＝対象となる人には、日本年金
機構から８月中旬頃より請求可能な旨のお知
らせを送付します。同封のはがき（年金生活
者支援給付金請求書）に必要事項を記入し
日本年金機構へ提出してください。
　令和 4 年１月4日までに請求手続きが完了
しますと、令和 3 年 10 月分からさかのぼっ
て受け取ることができます。
※令和 3 年 4 月2日以降に世帯変動を行っ
た等で対象者と思われる方は日本年金機構

（年金事務所）または市民課市民・年金係、
各支所国民年金の担当までお問い合わせく
ださい。
◦問い合わせ＝給付金専用ダイヤル（☎
0570・05・4092 ／ナビダイヤル）
※日本年金機構や厚生労働省を装った不審
な電話や案内にご注意ください。日本年金機
構や厚生労働省から、口座番号を聞いたり、
手数料などの金銭を求めることはありません。

年金生活者支援給付金制度 9月10 日は「世界自殺予防デー」

　９月 10 日は「世界自殺予防デー」、９
月 10 日～９月 16 日は、「自殺予防週間」
です。こころの病気から、大切な命を守
りましょう。
　新型コロナウイルス感染拡大により仕
事や学校、日常の生活が変わり、多くの
人が感染への恐怖や不安など、さまざま
なストレスに長期間さらされている状況です。このような時期
は「うつ」などの傾向がみられやすくなります。
　こころの不調を感じている人は、病気を認めたくないこと
や家族に迷惑をかけたくないなどの理由から、誰にも相談で
きないことがあります。周りの人がいつもと違う様子に気づい
たら、まずは優しく声をかけてみましょう。「何か元気なさそ
うだけど、大丈夫？」一歩の勇気が大切な人の命を守ります。
　また、健康推進課では「心理士によるこころの相談（予約制）」
も行っています。気持ちを少しお話ししてみませんか。
◦命を考える図書コーナーを設置＝八女市立図書館では自殺
予防週間にあわせ、９月の１か月間、命の大切さや自殺予防
に関連した書籍を特設コーナーに設置しています。
　子どもから大人まで、それぞれの年代に応じた「命」につ
いて考えることのできる本に触れてみませんか。
◦問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

宝くじの助成金で資機材を整備

　㈶自治総合センターは、宝くじ
の社会貢献広報事業として、宝く
じの受託事業収入を財源とするコ
ミュニティ助成事業を行っていま
す。令和３年度には、市内で次の
２事業を行いました。
　平町内自主防災組織では、消防用ポンプなどの防災資機材

（写真右）を整備しました。防災資機材を整備することで、地
域防災力の強化を図るとともに、初期消火訓練や避難誘導訓
練など、平常時の訓練の幅を広げ、自主防災活動の活性化に
繋げます。
　また、黒木町馬場行政区では組み立て式アルミ製ステージ

（写真左）を導入しました。このステージの導入により、地元の
祭りや各種のイベントなど地域コミュニティの活性化・充実に
つながり、地域住民の連帯意識を高めることが期待できます。
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自
動
車
は
高
齢
者
に
と
っ
て
も
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
移
動

手
段
で
あ
る
一
方
、
加
齢
に
よ
る
身

体
機
能
の
低
下
は
、
運
転
能
力
に
も

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
女
市
で
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
１
日
で
も
長
く
安
全
に
運
転
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講

し
て
、
運
転
技
術
や
知
識
を
再
度

見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
ス
ク
ー
ル
で
は
、
試
験
を
行
う

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
８
日
㈮
、
10
月
22
日

㈮
※
時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
～
16
時

◦
ス
ク
ー
ル
の
内
容
（
予
定
）
＝
運

転
診
断
、
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
体

験
、
バ
ッ
ク
体
験
、
サ
ポ
カ
ー
体
験
、

Ｖ
Ｒ
体
験
等

◦
定
員
＝
各
日
20
人
※
先
着

◦
費
用
＝
無
料

◦
対
象
＝
普
通
自
動
車
の
免
許
を

有
し
、
八
女
市
に
住
所
を
有
す
る
65

歳
以
上
の
人

◦
申
し
込
み
方
法
＝

申
込
書
を
提
出
す

る
か
、
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
申
込

書
は
防
災
安
全
課
ま
た
は
各
支
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
に
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。

◦
申
込
期
限
＝
９
月
27
日
㈪

◦
当
日
準
備
す
る
も
の
＝
運
転
免
許

証
、
運
転
し
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
な
ど

◦
開
催
場
所
＝
八
女
中
央
自
動
車
学

校
（
八
女
市
平
田
）
※
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全

課
生
活
安
全
係（
☎
２
４・８
１
４
６

／
O
２
３・２
５
８
３
）

有
毒
な「
特
定
外
来
生
物
」に
注
意
を

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
も
と
も
と
日
本
に
生
息

し
て
い
な
か
っ
た
毒
グ
モ
で
、
特
定
外
来
種
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ス
は
全
体
に
光
沢
の

あ
る
黒
色
で
背
中
と
腹
部
に
赤
い
模
様
が
あ
る

の
が
特
徴
で
体
長
は
１
㎝
位
で
す
。
毒
を
も
つ

の
は
メ
ス
だ
け
で
す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
活

動
が
活
発
化
し
、
あ
ま
り
攻
撃
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
素
手
で
捕
ま
え
た
り
、
触
ろ
う
と
す

る
と
咬
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◦
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
息
場
所
＝
も
の
か
げ

に
な
る
狭
い
と
こ
ろ
や
温
か
い
と
こ
ろ
に
巣
を

作
り
ま
す
。

①
プ
ラ
ン
タ
ー
、外
ば
き
、エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
、

窓
枠
の
下
。

②
す
べ
り
台
、
ス
ロ
ー
プ
等
公
園
の
遊
具
、
ベ

ン
チ
の
裏
、
側
溝
、
自
動
販
売
機
の
下
。

◦
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ
け
た
ら
＝
絶
対
に

素
手
で
は
触
ら
ず
、
市
販
の
殺
虫
剤
を
か
け
る

か
踏
み
潰
し
て
く
だ
さ
い
。
卵
の
う（
卵
が
入
っ

た
白
い
袋
）
は
箸
で
つ
ま
み
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
い

れ
て
殺
虫
剤
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
か
ま
れ
た
場
合
は
＝
か
ま
れ
た
部
分
を
水
で

洗
い
、
氷
で
冷
や
し
病
院
で
受
診
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
受
診
の
際
は
よ
り
適
切
な
治
療
の
た

め
殺
虫
剤
で
駆
除
し
た
ク
モ
を
で
き
る
だ
け
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
9
月
、
福
岡
県
内
で
は
初
め
て

北
九
州
市
で
特
定
外
来
生
物
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ

バ
チ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
徴
は
、
体
長
2
㎝
位
で
、
全
体
的
に
黒
っ

ぽ
く
、
腹
部
の
先
端
が
オ
レ
ン
ジ
色
、
脚
先
が

黄
色
で
、
樹
木
や
ビ
ル
の
高
い
位
置
に
壁
に
覆

わ
れ
た
丸
い
巣
を
作
り
ま
す
。
主
に
ミ
ツ
バ
チ

を
含
む
昆
虫
類
を
捕
食
す
る
の
で
、
在
来
種
の

減
少
や
養
蜂
や
受
粉
が
必
要
な
農
作
物
に
影

響
が
で
ま
す
。
ま
た
在
来
の
ス
ズ
メ
バ
チ
と
同

様
、
人
を
刺
傷
し
ま
す
。

■
発
見
し
た
場
合
は
＝

発
見
し
た
場
合
は
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉

県
南
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
（
☎
２
２
・
６
９
６
３
）
へ
連
絡

環
境
事
務
所
（
☎
２
２
・
６
９
６
３
）
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ

ツマアカスズメバチツマアカスズメバチ

この部分
が赤い

セアカゴケグモセアカゴケグモ

八
女
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

※
八
女
中
央
自
動
車
学
校
で
は
、
感
染

防
止
対
策
を
行
っ
て
実
施
し
ま
す
。
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⑨
「
み
み
が
く 

れ
き
し
さ
ん
ぽ
」

※
題
字
、
挿
絵
は
野
中
さ
ん

　

群
雄
割
拠
の
戦
国
乱
世
。
日

本
の
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
戦
が

展
開
さ
れ
た
。
戦
国
の
末
、
九

州
で
も
三
大
勢
力
が
覇は

を
競
う

状
況
と
な
り
、
九
州
の
真
ん
中

で
交
通
の
要
所
で
も
あ
る
上
筑

後
の
八
女
地
方
を
配
下
に
収
め

よ
う
と
豊ぶ
ん
ご後
の
大お
お
と
も
そ
う
り
ん

友
宗
麟
、
肥ひ

前ぜ
ん

の
龍り
ゅ
う
ぞ
う
じ
た
か
の
ぶ

造
寺
隆
信
、
薩
摩
の
島し
ま

津づ

義よ
し
ひ
さ久
、
こ
の
三
勢
力
が
進
出

し
さ
ま
ざ
ま
な
策
略
を
巡
ら
せ

た
の
で
あ
る
。

　

黒
木
調し
ら
べ
一
統（
黒
木
・
川
﨑
・

星
野
）の
御
三
家
は
、
戦
国
時
代

前
ま
で
は
平
穏
で
あ
っ
た
が
、
天

正
時
代
、
三
大
勢
力
の
侵
攻
に

よ
り
一
族
の
関
係
も
一
枚
岩
で
は

な
く
な
り
、
同
族
相
争
う
よ
う

な
関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
家
を
残
す
た
め
に
心

を
砕
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

日ひ
ゅ
う
が向
の
耳
川
の
合
戦
で
大
友

宗
麟
は
島
津
義
久
に
大
敗
し
、

島
原
に
大
部
隊
で
侵
攻
し
た
龍

造
寺
隆
信
は
島
津
の
計
略
に
は

ま
り
討
ち
死
に
し
て
し
ま
う
。
こ

の
隆
信
の
敗
戦
を
好
機
と
み
て

宗
麟
は
嫡ち
ゃ
く
し子
の
義よ
し
む
ね統
を
筑
後
攻

略
の
た
め
の
総
大
将
と
し
て
進

攻
さ
せ
る
。

　

黒
木
兵ひ
ょ
う
ご
の
か
み
い
え
な
が

庫
頭
家
永
は
も
と
大

友
方
で
あ
っ
た
が
、
龍
造
寺
筑

後
進
出
に
抗
し
き
れ
ず
、
人
質

に
四
郎
丸（
延の
ぶ
ざ
ね実

）を
差
し
出
し

て
龍
造
寺
と
の
和
睦
を
図
り
、

配
下
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
佐
賀
勢
に
よ
っ
て
、

猫
尾
城
の
改
修
が
行
わ
れ
、
新

た
に
笠
原
の
高
牟
礼
に
城
を
築

き
、
隆
信
の
弟
の
多た
く
な
が
と
の
か
み

久
長
門
守

の
ほ
か
、
成な
り
と
み
じ
ゅ
う
え
も
ん

富
十
右
衛
門
、
久く

布ふ
し
ろ
ま
た
え
も
ん

白
又
右
衛
門
、
馬ば
ば
せ
い
べ
え

場
清
兵
衛

ら
を
猫
尾
城
に
、
土ど
ひ
い
ず
も
の
か
み

肥
出
雲
守

を
高
牟
礼
城
に
、
二
千
の
援
軍

を
加
え
総
勢
五
千
余
騎
で
戦
い

始
め
た
。

　

大
友
軍
の
数
は
多
か
っ
た
が
、

耳
川
の
合
戦
で
名
将
・
勇
士
を

失
っ
て
い
た
の
で
、
猫
尾
城
攻
め

に
手
こ
ず
っ
た
。
城
内
か
ら
の

逆さ
か
も
ぎ

茂
木
・
大
石
・
煎い
り
す
な砂
な
ど
あ

ら
ゆ
る
戦
術
で
大
友
方
の
兵
を

笠
原
川
・
矢
部
川
に
追
い
落
と

し
、
川
は
血
染
め
の
死
体
で
埋

ま
っ
た
。
天
正
十
二（
１
５
８
４
）

年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

義
統
の
要
請
に
よ
り
、
筑
前

立
花
城
を
出
発
し
て
、
大
嵐
の
翌

朝
、
突
如
中
原
の
赤
坂
に
対
陣

す
る
高た
か
は
し
じ
ょ
う
う
ん

橋
紹
運
・
戸べ
っ
き次

道ど
う

雪せ
つ（

後

の
柳や
な
が
わ河

藩
主
、
立た
ち
ば
な
む
ね
し
げ

花
宗
茂
の
実

父
・
養
父
）の
援
軍
四
千
七
百
を

見
て
驚
い
た
高
牟
礼
城
の
土
肥

出
雲
守
は
肥
前
に
逃
げ
退
い
た
。

大
友
軍
の
峰み
ね
き
り
ば
た

切
畑
の
八
千
余
騎
・

搦か
ら
め
て手
・
野の
だ
や
ま

田
山
の
三
千
余
騎
は

援
軍
の
二
人
の
勇
将
の
登
場
で

勢
い
得
た
。
道
雪
と
紹
運
は
高

牟
礼
城
の
家
老
椿つ
ば
は
ら
し
き
ぶ
ま
さ
は
る

原
式
部
正
治

に
談
判
。
大
友
方
に
寝
返
ら
せ
、

間
道
へ
の
誘
導
に
よ
り
猫
尾
城

へ
の
総
攻
撃
と
な
っ
た
。
猫
尾
城

の
籠
城
戦
も
食
料
・
水
・
矢
玉

も
尽
き
、
天
守
閣
な
ど
に
も
火

の
手
が
上
が
っ
た
。
家
永
は
意
を

決
し
、
調
一
統
の
笠
原
勢
に
は
空

砲
を
撃
つ
よ
う
命
じ
た
。
大
友

方
に
よ
る
猫
尾
城
落
城
よ
り
も
、

一
族
の
椿
原
式
部
正
治
に
城
を
引

き
渡
し
、
黒
木
家
そ
の
主
家
を
残

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

城
内
は
各
地
で
白
刃
切
り
結

ぶ
中
、
家
永
は
も
は
や
こ
れ
ま

で
と
末
娘
で
あ
る
姫
を
伴
い
、

天
守
の
二
階
に
駆
け
上
が
り
、

追
っ
手
の
敵
兵
数
人
を
切
り
倒

し
、
部
屋
の
中
央
に
座
し
切
腹
。

十
三
歳
の
姫
に
命
じ
て
介か
い
し
ゃ
く錯

さ

せ
て
果
て
た
。
姫
は
二
階
か
ら
広

場
目
が
け
て
父
家
永
の
首
と
血

染
め
の
刀
を
投
げ
つ
け
た
。
こ
う

し
て
猫
尾
城
は
落
城
し
た
。

　

そ
の
後
、
家
永
の
重
臣
で
人

質
の
延の
ぶ
ざ
ね実
の
後
見
と
し
て
佐
賀

に
同
行
し
て
い
た
釜か
ま
せ
や
ま
と
の
か
み

瀬
大
和
守

が
帰
還
す
る
に
あ
た
り
、
黒

木
の
遺
臣
で
一
騎
当
千
の
武

将
、
馬ま

渡わ
た
り
し
ょ
う
げ
ん

将
監
・
小お
が
わ
さ
ね
さ
だ

川
真
定
・

久く
き
は
ら
ご
え
も
ん

木
原
五
右
衛
門
・
栗く
り
ば
や
し
さ
こ
ん

林
左
近

ら
一
族
十
三
人
は
勇
士
を
引
き

連
れ
、
天
正
十
四（
１
５
８
６
）

年
、
椿
原
式
部
正
治
が
楯た
て
こ篭

も

る
高
牟
礼
城
に
夜
討
ち
を
な
し

て
椿
原
式
部
の
首
を
討
ち
取
る
。

　

そ
の
後
、
延
実
が
黒
木
城

主
十
七
代
目
と
な
る
が
、
秀
吉

軍
に
背
い
た
た
め
、
滅
ぼ
さ
れ

る
。
上
妻
郡
は
島
津
氏
に
抗
し

て
戦
功
の
あ
っ
た
筑ち
く
し
ひ
ろ
か
ど

紫
広
門
が

一
万
八
千
石
の
山
下
城
主（
後
、

福
島
城
主
）と
な
る
。

　

長の

ど閑
か
な
八
女
の
山
河
を
仰

ぎ
見
る
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
営
み
が
歴
史
を
紡
い
で
い
る
事

を
知
る
の
で
あ
る
。

野
中
鐵
也
（
上
陽
町
）

黒
木
猫ね
こ
お尾

城
の
落
城
と
高た
か
む
れ

牟
礼
城
夜
討
ち
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
調
停
協

会
（
☎
２
３
・
４
０
３
６
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等

実
費
、
申
し
込
み
書
は
管
轄
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
パ
ソ
コ
ン
中
級

科
②
（
短
期
間
・
短
時
間
コ
ー
ス
）

◦
訓
練
期
間
＝
11
月
の
1
か
月

◦
募
集
締
切
＝
10
月
6
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
大
牟
田
高

等
技
術
専
門
校
（
☎
０
9
４
４
・

５
４
・
０
３
２
０
）

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

次の催しは新型コロナウイルス予防・拡散防止の
ために中止、延期になりました。

催しの中止・延期について

日にち 催　し 内容 問い合わせ

9/5 第 11回文化講演会
「坂本繁二郎秘話」 延期

八女市文化連盟
連合会（☎ 090・
1514・6682）

10/3 スポーツ・健康づく
りフェスタ 中止 健康推進課

（☎ 23・1201）

10/27 チ ャ レ ン ジ デ ー
2021 中止 スポーツ振興課

（☎ 24・1230）
17
時

◦
内
容
＝
耐
久
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
費
用
な
ど
に
つ
い
て
職
人
た

ち
か
ら
話
を
聞
き
ま
す
。

◦
定
員
＝
10
組
（
要
予
約
）

◦
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
住
教
育

推
進
機
構
（
☎
０
５
０
・
３
７

０
７
・
３
３
９
３
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
９
月
12
日
㈰
７
時
30

分
、
旧
白
木
支
所
集
合
約
2
時

間◦
コ
ー
ス
＝
鹿
伏
・
大
内
邸
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

治
水
土
木
の
神
様
と
言
わ
れ

た
田
中
吉
政
。
7
回
目
の
今
回

は
、
八
女
・
筑
後
で
残
し
た
偉

業
の
数
々
や
柳
川
の
掘
割
等
の

資
料
も
紹
介
し
、
さ
ら
に
検
証

し
ま
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
４
日
㈯
～
12
日

㈰
９
時
か
ら
17
時
（
最
終
日
は

16
時
ま
で
）
月
曜
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
２・

３
１
３
１
）

　

入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
入

場
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
9
月
28
日
㈫
10
時
～

12
時
30
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち

ひ
め
ホ
ー
ル
※
平
日
の
た
め
市
役

所
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

◦
内
容
＝
弁
護
士
楾
は
ん
ど
う

大
樹
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
憲
法
の
お
は
な

し
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
in 

八
女
」

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
退
職
教
職

員
協
会
八
女
支
会
（
☎
２
４
・

４
１
９
３
）

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
お
金

や
土
地
・
建
物
な
ど
に
関
す
る

紛
争
、
夫
婦
関
係
や
相
続
な
ど

の
家
庭
内
問
題
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
19
日
㈰
・
10
月

13
日
㈬
10
時
～
15
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修

棟

　

参
加
無
料
。
※
感
染
症
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
に

移
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
育
学
校 

第
5
回
「
職
人
さ
ん

に
聞
こ
う
」

◦
日
時
＝
9
月
12
日
㈰
13
時
～

お
知知

ら
せ

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

も
よ
お
し

も
よ
お
し

初
代
国
主
田
中
吉
政
展

檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
in 

八
女

　掲載している催し等は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大を防止するため、中止にな
ることも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへのご来訪の
際はマスクの着用にご協力ください。

家
づ
く
り
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

　清水町駐車場（市役所駐車場）の整備
を昨年度より実施し、駐車場北側（駐車
可能台数 200 台分）が整備完了していま
す。今年度、駐車場南側の整備工事を令
和 3 年 9 月上旬から令和 4 年 1月下旬ま
での期間で実施します。そのため、施工
箇所となる駐車場南側については、期間
中利用できません。また、清水町公園と
駐車場との間の里道についても通行止め
を行います。なお、駐車場北側については、
利用できます。工事期間中ご迷惑をおか
けしますがご理解ご協力のほどよろしくお
願いします。
◦問い合わせ＝財政課管財係（☎２３・
１６３７）

清水町駐車場の整備工事を
実施します

相
　
談

相
　
談

無
料
調
停
手
続
相
談
会

募
　
集

募
　
集
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詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
配
布
期
間
＝
8

月
30
日
㈪
～
９
月
14
日
㈫

◦
申
込
受
付
期
間
＝
9
月
6
日

㈪
～
９
月
14
日
㈫
※
申
込
手
数

料
不
要

◦
募
集
案
内
書
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後

管
理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田
出

張
所
、
市
役
所
定
住
対
策
課
、

　

就
職
希
望
者
と
地
元
企
業
の
出

会
い
の
場
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
合
同
会
社
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
っ
た
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
ど
こ

か
ら
で
も
参
加
が
可
能
で
す
。
ラ

イ
ブ
配
信
な
の
で
、
チ
ャ
ッ
ト
で

企
業
に
質
問
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
3
日
㈰
10
時
～
17

時（
予
定
）※
Ｚо
о
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

（
要
事
前
申
込
）

◦
参
加
企
業
＝
10
社
程
度

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
業
誘
致
課
雇

用
促
進
係
（
☎
２
３
・
１
１
５
３

／
O
２
４
・
８
０
０
３
／
Q　

koyou@
city.yam

e.lg.jp

）

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支

援
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
確
認

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
ひ
と
り

親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
内
／
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
１
１
４
０
）

　

少
人
数
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
、
お
互
い
を
高
め
合
い
な

が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
思
考
を
身
に
つ
け

て
い
く
講
座
で
す
。
土
台
づ
く
り

を
目
標
と
し
た
「
お
た
ま
コ
ー
ス
」

を
全
４
回
開
催
し
ま
す
。
※
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
変
更
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
参
加

無
料
。
要
申
込
。

◦
日
時
＝
９
月
12
日

㈰
14
時
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
地
域
し
ご
と
づ
く
り
拠

点
施
設
南
仙
荘

◦
定
員
＝
12
人

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
株
式
会

社
あ
わ
え
鶴
ヶ
野
さ
ん
（
☎
０
５

０
・
５
４
７
２
・
０
７
０
２
）

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
消
費
生
活
サ

ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
講

座
を
動
画
で
配
信
し
ま
す
。
同
サ

水
筒
・
タ
オ
ル

◦
申
込
締
切
＝
9
月
11
日
㈯	

※
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
東
公
民

館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

（
募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
等

ポ
ー
タ
ー
は
、
悪
質
商
法
や
製
品

事
故
な
ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
消
費
者
問
題
に

つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
情
報
提
供
や
見

守
り
活
動
な
ど
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
申
込
不

要
、
受
講
無
料
。

◦
対
象
＝
県
内
在
住
者
で
消
費
者

問
題
に
関
心
の
あ
る
人

◦
受
講
方
法
＝
福
岡
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

動
画
を
視
聴

◦
視
聴
期
限
＝
令
和
４
年
３
月
４

日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２・６
３
２・

１
６
０
０
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
頑
張
ら
ず
に
、

ス
ロ
ー
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
全

身
の
筋
力
ア
ッ
プ
。
転
ば
ぬ
先
の

筋
肉
作
り
を
目
指
し
ま
す
。
参
加

無
料
。
全
４
回
。

◦
日
時
＝
9
月
28
日
・
10
月
26
日
・

11
月
16
日
・
12
月
14
日
の
各
火
曜

日
10
時
～
11
時
30
分

◦
場
所
＝
東
公
民
館

◦
対
象
＝
一
般
（
12
人
）
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
抽
選

◦
持
参
物
＝
マ
ス
ク・ヨ
ガ
マ
ッ
ト・

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

南
仙
荘
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

一
　
般

一
　
般

第
３
回
県
営
住
宅
入
居
者

２
０
２
２
年
度
生 

八
女
筑
後
看
護
専
門
学
校 

学
生
募
集

▼准看護科（募集定員 40 人）問い合わせ＝ 23・6284
入試区分 入試科目 出願期間 試験日

推薦（学校長）書類選考・面接
9/13 ㈪～ 10/15 ㈮ 10/24 ㈰１

次
社会人 作文・面接
一般 国語・作文・面接

推薦（AO） 書類選考・面接
11/15 ㈪～ 12/10 ㈮ 12/19 ㈰２

次
社会人 作文・面接
一般 国語・作文・面接

３
次

社会人 作文・面接
2/7 ㈪～ 3/4 ㈮ 3/13 ㈰

一般 国語・作文・面接

▼看護科（募集定員 40 人）問い合わせ＝ 24・4877
入試区分 入試科目 出願期間 試験日

推薦（学校長）書類選考・面接
9/13 ㈪～ 10/15 ㈮ 10/24 ㈰

推薦（AO） 書類選考・小論文・面接
一般（１次） 国語・看護全般・面接

※看護科 3 次試験は 1次・2
次で定員に達した場合は行わ
ない

10/4 ㈪～ 11/12 ㈮ 11/21 ㈰
一般（２次） 12/13 ㈪～ 1/7 ㈮ 1/16 ㈰
一般（3 次） 2/7 ㈪～ 3/4 ㈮ 3/13 ㈰

八
女
市
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
会

社
説
明
会

就
業
支
援

就
業
支
援

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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   就労等のため、夜間に人工透析を受けてい
る腎臓疾患患者に対して、令和 3 年４月から
9 月の通院に伴う交通費の一部（月額 2,000
円）を助成します。
◦対象（次のすべての要件に該当すること）
① 夜間（午後５時以降）に人工透析を１か月
間に 5 回以上受けている。
② 身体障害者福祉法に基づく手帳の交付を
受けている。
③ 通院距離（自宅から医療機関までの距離）
または通院費用が次のアからウまでのいず
れかに該当すること。ただし、もっぱら自家
用車を使用している人でアに該当しない人で
あっても、公共交通機関またはタクシーを使っ
て通院費用を 2,000 円以上負担した月がある
場合は、該当月については、イまたはウに該
当するものとします。
ア 自家用車使用の場合 ･･･ 通院距離が片道
　 10㎞以上であること。
イ 公共交通機関使用の場合 ･･･１か月 2,000
　円以上の運賃の負担をしたこと。
ウ タクシー使用の場合 ･･･ 領収書に基づき１
　か月 2,000 円以上の負担をしたと認められ
　ること。
④その他 ･･･ 令和 3 年 9 月末までに申請して
　ください。所得制限があります。
◦申請窓口＝福祉課障がい者福祉係

（☎ 23・1335 ／O22・7099）

令和 3 年度福岡県腎臓疾患患者福祉
給付金（前期分）の支給について

た
り
４
２
１
万
円
（
建
物
３
２
５

万
円
、
土
地
96
万
円
）
を
限
度

と
し
て
補
助
し
ま
す
（
借
入
れ
利

率
年 

８
・
５
％
を
限
度
） 

◦
補
助
手
続
前
に
、住
宅
の
除
去・

移
転
に
係
る
契
約
等
が
行
わ
れ

て
い
る
場
合
、
補
助
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
続
き
に

は
期
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
消

防
防
災
係
（
☎
２
３
・１
７
３
１
）

ま
た
は
各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
係

　

屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
広
告

板
や
広
告
塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物

は
、
広
く
人
々
の
目
に
ふ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
街
の
景
観
の
一
部
で

す
。
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
場
合
に

は
、
福
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
に

基
づ
き
許
可
申
請
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
は
り
紙
、
は

り
札
、
立
看
板
は
電
柱
や
街
路
灯

柱
な
ど
に
は
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
は
り
紙
な
ど
を
表
示

し
て
い
る
場
合
は
、
違
反
広
告
物

と
な
り
ま
す
の
で
自
主
的
に
撤
去

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課
都
市
計

画
係
（
☎
２
４
・
９
４
５
６
）

０
４
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま

す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る

た
め
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

《
10
月
分
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
9
月
18
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

10
月
１
日
～
７
日
は
全
国
労
働

衛
生
週
間
で
す
。
今
年
は
「
向
き

合
お
う
！
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
管
理
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
職

場
に
お
け
る
衛
生
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
自
主
的
な
衛
生
管
理
活
動

の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

「
う
つ
ら
ぬ
、
う
つ
さ
ぬ
ル
ー
ル
と

と
も
に
み
ん
な
で
守
る
健
康
職

場
」
を
テ
ー
マ
に
、
更
な
る
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
徹
底
を
図
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
労
働
基
準

監
督
署
監
督
・
安
衛
課
（
☎
２
３
・

２
１
２
１
）

　

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ

る
区
域
に
あ
る
既
存
の
危
険
住

宅
を
除
去
し
、
安
全
な
土
地
に

新
築
・
購
入
お
よ
び
改
修
す
る

人
に
、
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
て
移
転
費
用
の
補
助

を
行
う
事
業
で
す
。

◦
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域

①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限

さ
れ
て
い
る
範
囲

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
な

ど◦
補
助
金
の
額 

⑴ 

除
去
等
費 

危
険
住
宅
の
撤
去
費
、
動
産
移

転
費
、
仮
住
居
費
な
ど
を
１
戸

当
た
り
97
万
5
千
円
を
上
限
と

し
て
補
助
し
ま
す
。 

⑵
建
物
助
成
費 

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
新

築
・
購
入
お
よ
び
改
修
の
資
金

を
金
融
機
関
等
か
ら
借
入
れ
た

場
合
、
利
子
相
当
額
を
１
戸
当

各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９
）

　

八
女
に
語
り
継
が
れ
る
昔
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
日
時
＝
9
月
20
日
㈷
10
時
～

（
90
分
程
度
予
定
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
受
付
＝
9
月
1
日
㈬
～

◦
定
員
＝
30
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

な
び
っ
と
八
媛
（
☎
２
２
・
２
５

郷
土
の
昔
話
お
は
な
し
会
「
八
女

ん
は
な
し
ば
き
い
て
い
か
ん
の
」

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

全
国
労
働
衛
生
週
間

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業

９
月
１
日
～
10
日
は
屋
外
広
告

物
の
適
正
化
期
間
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台風・大雨に注意しましょう 八女消防本部（☎ 24・1119）

　台風は一年を通して発生していますが、その中でも日本に上陸するのは夏から
秋にかけて発生した台風が多いため、この時季は台風シーズンと言われています。
台風や大雨は毎年各地で大きな被害をもたらします。テレビやラジオ、インター
ネット等で台風や大雨などに関する情報をチェックし、被害を未然に防いだり軽
減したりすることが可能です。「自らの命は自らが守る」意識を持って、台風が来
る前、大雨が降る前に早めの準備、早めの避難を心掛けましょう。
　新型コロナウイルス感染症がまだ収束しない中でも、危険な場所にいる場合は
避難することが原則です。避難する際は、小学校や公民館だけではなく安全な親
戚・知人宅等への避難も検討し、３密を避け、感染防止に努めましょう。

9月5日（日）

城戸医院（鵜池） 23・5303

林医院（立花町） 23・5557

とくどめ歯科医院（井延）  24・8620

9月12日（日）

麻生医院（宅間田） 23・5800

原医院（黒木町） 42・0336

永田歯科医院（宅間田） 22・3511

9月19日（日）

いしもと小児科（岩崎） 22・7111

角整形外科医院（黒木町） 33・2121

やすなが歯科医院（吉田） 23・0100

吉田眼科医院（筑後市）0942・54・1888

9月20日（祝）

山田医院（東唐人町） 23・4853

冨田医院（黒木町） 42・0173

近藤歯科医院（筑後市） 0942・52・
4561

9月23日（祝）

江上内科（本町） 24・0113

山口医院（星野村） 52・3131

松山歯科医院（納楚） 24・1234

9月26日（日）

藤本産婦人科小児科（東宮野町） 23・2733

岡村医院（立花町） 23・2770

柴田歯科医院（納楚） 24・3400

江崎耳鼻咽喉科医院（筑後市） 0942・53・2347

▼救急指定病院

公立八女総合病院（高塚） 23・4131

柳　病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（津江） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院（筑後市） 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【9月】5㈰・19㈰・23㈷
　　公立八女総合病院 （23・4131）

【9月】12㈰・26㈰
　　筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00～ 7:00）

県指定健康相談事業者   ♯ 8000

9月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚

【休日当番薬局】（http://ycpa.info）
で確認することができます。

火災出火件数  1件 （17件）
救急出動件数 252件 （1,636件）
救急搬送人数 240人 （1,563人）

人身事故発生件数 15件 （99件）
傷　　者 20人 （120人）
死　　者 1人 （2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,535 (-16）
男 29,048  (-8)
女 32,487  (-8)

世帯数 25,266  (+32)
　※（　）内は前月比

出生 34 人 死亡 64 人
転入 127 人 転出 113 人

▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動

納期限・口座振替日は9月30日㈭
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅使用料（9 月）
◦保育料（9 月）

9月に
納める
もの
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無料法律相談 【予約】
◦ 9 月16日㈭・10 月7日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 9 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 9 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 9 月24 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 9 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦9月21日㈫ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月17日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月10日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月1日㈬・15日㈬・29日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦9月8日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦9月15日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦9月22日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦9月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦9月10日㈮・21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月30日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
日本政策金融公庫相談会
◦9月3日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 

定例税務相談会
◦9月13日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦9月21日㈫13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談 【予約】

（人権・同和政策・男女共同参画推進課）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦�平日 9:00～17:00※予約（☎23・1314）
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談 【予約】

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦�平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00

※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦�毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:30 ～ 20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦�毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

相談はお気軽にどうぞ相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支援
を行っています。（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同
じ建物）月～金・第 2 土曜日 9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）
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異例の豪雨と
緊急事態宣言

市市長長ココララムム80
　
前
線
の
長
期
停
滞
に
よ
り
８
月
11
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、

「
大
雨
特
別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
８
月
と
し
て
は
異
例

の
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。「
数
十
年
に
一
度
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

豪
雨
が
毎
年
の
よ
う
に
頻
発
し
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
大
き
な

危
機
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。
▼
八
女
市
内
で
は
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
、
道
路
、
河
川
、
農
地
、
農
業
用
施
設
な

ど
、
各
地
で
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
幹
線
道
路
の
通
行
止

め
、
住
宅
の
損
壊
・
浸
水
な
ど
、
市
民
生
活
に
大
き
く
支
障
を
き

た
す
被
害
も
出
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
国
、
県
、
関
係
機
関
と

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、一
刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て
は
、
感
染
力
が
強
い
「
デ
ル
タ
株
」
の
急
拡
大
で
、
今
か
つ

て
な
い
強
い
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
本
県
に
も
4
度
目
と
な

る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
さ
ら
な
る
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん

で
い
る
高
齢
者
の
感
染
割
合
が
減
少
す
る
一
方
で
、
若
い
世
代
の

感
染
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
世
代
の
接
種
を
さ

ら
に
推
進
し
、
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
に
よ
り
経
済
の
先
行
き
が
不
透
明

な
中
、
9
月
議
会
で
は
、
事
業
者
支

援
を
中
心
と
し
た
「
第
9
弾
」
と
な
る

緊
急
支
援
策
を
提
案
い
た
し
ま
す
。
市

民
の
皆
様
の
暮
ら
し
、
健
康
、
経
済
を

守
る
施
策
に
今
後
も
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
　（
8
月
19
日
執
筆
）

▲県道八女香春線の災害現場にて

原﨑 彩
あ や ね

寧 ちゃん

R2年9月3日生（上陽町北川内）
堤 葵

あ お い

唯 ちゃん

R2年9月6日生（黒木町田代）

緒方 美
み さ き

咲 ちゃん

R2年9月12日生（黒木町本分）
原 蒼

そうえい

英 ちゃん

R2年9月11日生（立花町白木）

井上 虹
に こ

湖 ちゃん

R2年9月22日生（馬場）

鬼木 颯
ふ う か

花 ちゃん

R2年9月17日生（高塚）

おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を募集しています
（ただし、市内に住民登録があるか実際に
住んでいる人に限る）。氏名・生年月日・
住所・簡単なコメント（30字以内）・電話
番号を添えて、誕生日前月の7日までに直
接お持ちいただくか、郵送でお申し込みく
ださい。
●申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎
23・1110）

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
葵
唯
ら
し
く
元
気
に

育
っ
て
ね
！

パ
ワ
フ
ル
ガ
ー
ル
、
み
ず
さ
ち
ゃ

ん
！
１
歳
お
め
で
と
う
。
大
好
き

だ
よ
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！

に
ぃ
に
と
仲
良
く
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
！

い
つ
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
美
咲

ち
ゃ
ん
！
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

育
っ
て
ね
。

い
つ
も
か
わ
い
い
い
つ
く
ん
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♡
♡

パ
パ
と
マ
マ
を
選
ん
で
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

も
も
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
！

そ
の
笑
顔
で
沢
山
の
人
の
心
に
花

を
咲
か
せ
て
ネ
♡

あ
ー
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
♡

思
い
出
た
く
さ
ん
つ
く
ろ
う
ね
♡

大
好
き
だ
よ
♡

華
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

♪
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
大

き
く
育
っ
て
ね
。

真
奈
ち
ゃ
ん
1
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
♡
沢
山
の
癒
や
し
を
あ

り
が
と
う
♡

か
わ
い
い
虹
湖
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
♡
パ
パ
と
マ
マ
を
毎
日
幸

せ
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

石橋 華
はな

 ちゃん

R2年9月2日生（室岡）
松原 百

も も か

花 ちゃん

R2年9月6日生（本村）
熊谷 水

み ず さ

沙 ちゃん

R2年9月8日生（井延）

溝田 彩
い ろ は

葉 ちゃん

R2年9月11日生（上陽町北川内）

お
め
で
と
う
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

す
く
す
く
大
き
く
な
あ
れ
！

問註所 樹
いつき

 ちゃん

R2年9月13日生（室岡）

原田 來
き ほ

穂 ちゃん

R2年9月18日生（馬場）
下川 真

ま な

奈 ちゃん

R2年9月24日生（馬場）

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
「
平
和
へ
の
行
動
と
実
感
で

当
事
者
と
な
れ
る
」
九
州
文
化

学
園
高
校
の
井
本
さ
ん
の
弁
論

は
、さ
ら
に
平
和
へ
の
認
識
を
深

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。（
Ｙ・

Ｎ
）

▼
八
女
農
学
生
と
土
曜
ク
ラ
ブ

の
交
流
で
は
、「
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」と
取
り

組
ま
れ
る
土
曜
ク
ラ
ブ
の
話
に

真
剣
に
聞
き
入
る
学
生
た
ち
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。（
Ｙ・Ｙ
）

▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に

「
平
和
の
火
」が
使
わ
れ
る
と
聞

き
、「
平
和
の
祭
典
」に
ふ
さ
わ

し
い
と
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ

ま
し
た
。
開
会
式
が
楽
し
み
で

す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）
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